
 

お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 

 

ルネサスエレクトロニクス ホームページ（http://www.renesas.com） 

 

 

 

 

2010 年 4 月 1 日 

ルネサスエレクトロニクス株式会社 

 

 

 

 

 

【発行】ルネサスエレクトロニクス株式会社（http://www.renesas.com） 

【問い合わせ先】http://japan.renesas.com/inquiry 

 



ご注意書き 

 

1. 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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ご注意ご注意ご注意ご注意    

本ソフトウェアはあくまで参

ん。本ソフトウェアを使用する

にお願いいたします。 

 
 

８ｘ８８ｘ８８ｘ８８ｘ８キーキーキーキーマトリクスマトリクスマトリクスマトリクススキャン・ドライバソフトスキャン・ドライバソフトスキャン・ドライバソフトスキャン・ドライバソフト    

使用法説明書（使用法説明書（使用法説明書（使用法説明書（uPD780078uPD780078uPD780078uPD780078））））    
NEC Corporation 
                                                                                                                                        April 2002     

考用のソフトであり、当社がこの動作を保証するものではありませ

場合、お客様のセット上で十分な評価の上ご使用いただきますよう
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改版履歴 
 

版数 作成年月日 記事 
第一版 平成１３年１１月３０日 第一版作成 
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１． 概要 
 
 このドキュメントは、ＮＥＣ製マイコン７８Ｋ／０シリーズ上で動作するキースキャンのドライバソフトの仕様説明と、その開発環境

の仕様について示したものです。 
  （※ 本サンプル・プログラムのハードウェアはｕＰＤ７８００７８を対象としています） 
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２． ソフトウェア構成 
 
  本章では、サンプルプログラム＆ドライバソフトに関するファイル構成、使用リソースについて示します。 
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２．１ ファイル構成 
 

本ソフトウェアは、以下のファイルで構成されます。 
 
 

ファイル名 機能 種別 
ＫＥＹＳＣＮ．ＡＳＭ 
 

キー・スキャン関連の処理 ソース・ファイル 
（ユーザ向け） 

ＫＥＹＭＡＩＮ．ＡＳＭ 
 

キー・スキャン・メイン処理 ソース・ファイル 
（デバック向け） 

ＫＥＹＲＳＴ．ＡＳＭ 
 

キー・スキャン関連以外のハードウェア初期化処理 ソース・ファイル 
（デバック向け） 
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２．２ 使用リソース 
 
      本ソフトウェアでは、uＰＤ７８００７８の以下のリソースを使用します。 

 
 

リソース 内容 備考 
キー・スキャン関連 ５ｂｙｔｅ＋２ｂｉｔ ＲＡＭ 
タイマ割込み関連 １ｂｙｔｅ＋１ｂｉｔ 

仕様により増減 

キー・スキャン関連 約８９ｂｙｔｅ 
タイマ割込み関連 約１１ｂｙｔｅ 
メイン処理関連 約１３ｂｙｔｅ 

ＲＯＭ 

ＳＦＲ初期化関連 約２３６ｂｙｔｅ 

コンパイル条件に

よって多少増減し

ます。 

キースキャン関連 
ハードウェア 

キースキャン  

タイマ５０ 
 

デバック用１ｍｓベース・カウント割込み  

ＰＯＲＴ０ 未使用  
ＰＯＲＴ１ 未使用  
ＰＯＲＴ２ 未使用  
ＰＯＲＴ３ 未使用  
ＰＯＲＴ４ キースキャン入力  
ＰＯＲＴ５ ストローブ信号出力  
ＰＯＲＴ６ 未使用  

Ｉ／Ｏ ＰＯＲＴ 

ＰＯＲＴ７ 未使用  
割込み デバック用のイベントタイムアウト検出割込み（ＩＮＴＴＭ５０）の１本  

 
 



8x8 キーマトリクススキャン・ドライバソフト 使用法説明書 

NEC Corporation 
5                                                                                                                                        April 2002     

２．３ システムブロック図 
 

サンプルプログラムの、システムブロック図を以下に示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｕＰＤ７８００７８ 

８．３８ＭＨｚ 
発振子 

キー・マトリクス 
 

８ Ｋｅｙ × ８ Ｌｉｎｅ 

８（Ｐ４） 

２ 

８（Ｐ５） 
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２．４ ＰＯＲＴ割付表 
 
μＰＤ７８００７８（ＱＦＰ） 

PIN 機能名称 I/O ACT INIT STBY 機能 備考 

1 P50/A8 O L H － ストローブ信号出力  

2 P51/A9 O L H － ストローブ信号出力     

3 P52/A10 O L H － ストローブ信号出力  

4 P53/A11 O L H － ストローブ信号出力  

5 P54/A12 O L H － ストローブ信号出力  

6 P55/A13 O L H － ストローブ信号出力  

7 P56/A14 O L H － ストローブ信号出力  

8 P57/A15 O L H － ストローブ信号出力  

9 VSS0 － － － － ＧＮＤ  

10 VDD0 － － － － 電源＋５Ｖ  

11 P30 O － L － 未使用  

12 P31 O － L － 未使用  

13 P32 O － L － 未使用  

14 P33 O － L － 未使用  

15 P34/SI3/TxD2 O － L － 未使用  

16 P35/SO3/RxD2 O － L － 未使用  

17 P36/SCK3/ASCK2 O － L － 未使用  

18 P20/SI1 O － L － 未使用  

19 P21/SO1 O － L － 未使用  

20 P22/SCK1 O － L － 未使用  

21 P23/RxD0 O － L － 未使用  

22 P24/TxD0 O － L － 未使用  

23 P25/ASCK0 O － L － 未使用  

24 VDD1 － － － － 電源＋５Ｖ  

25 AVSS － － － － ＧＮＤ  

26 P17/ANI7 I － I － 未使用 入力専用 
27 P16/ANI6 I － I － 未使用 入力専用 
28 P15/ANI5 I － I － 未使用 入力専用 
29 P14/ANI4 I － I － 未使用 入力専用 
30 P13/ANI3 I － I － 未使用 入力専用 
31 P12/ANI2 I － I － 未使用 入力専用 
32 P11/ANI1 I － I － 未使用 入力専用 
33 P10/ANI0 I － I － 未使用 入力専用 
34 AVREF － － － － 電源＋５Ｖ  

35 P80/SS1 O － L － 未使用  

36 RESET － － － － リセット入力  

37 XT2 － － － － 未使用  

38 XT1 － － － － 未使用  

39 IC(VPP) － － － － ＧＮＤ  

40 X2 － － － － システム・クロック（８．３８ＭＨｚ）  

41 X1 I － － － システム・クロック（８．３８ＭＨｚ）  
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PIN 機能名称 I/O ACT INIT STBY 機能 備考 

42 VSS1 － － － － ＧＮＤ  

43 P00/INTP0 O － L － 未使用  

44 P01/INTP1 O － L － 未使用  

45 P02/INTP2 O － L － 未使用  

46 P03/INTP3/ADTRG O － L － 未使用  

47 P70/TI000/TO00 O － L － 未使用  

48 P71/TI010 O － L － 未使用  

49 P72/TI50/TO50 O － L － 未使用  

50 P73/TI51/TO51 O － L － 未使用  

51 P74/PCL/TI011 O － L － 未使用  

52 P75/BUZ/TIOO1/TOP01 O － L － 未使用  

53 P64/RD O － L － 未使用  

54 P65/WR O － L － 未使用  

55 P66/WAIT O － L － 未使用  

56 P67/ASTB O － L － 未使用  

57 P40/AD0 I L I － キースキャン入力 内蔵 Pull up 

58 P41/AD1 I L I － キースキャン入力 内蔵 Pull up 
59 P42/AD2 I L I － キースキャン入力 内蔵 Pull up 
60 P43/AD3 I L I － キースキャン入力 内蔵 Pull up 
61 P44/AD4 I L I － キースキャン入力 内蔵 Pull up 
62 P45/AD5 I L I － キースキャン入力 内蔵 Pull up 
63 P46/AD6 I L I － キースキャン入力 内蔵 Pull up 
64 P47/AD7 I L I － キースキャン入力 内蔵 Pull up 

 

 



8x8 キーマトリクススキャン・ドライバソフト 使用法説明書 

NEC Corporation 
8                                                                                                                                        April 2002     

 
３． キー・スキャン 

 
 本プログラムでは、１０ｍｓ毎に８×８キー・マトリクスのスキャンを行います。３回一致でチャタリング除去を行い、一致した場合

にのみデータのバッファを上書きします。 
 
［ハードウェア構成＆キーコード］ 

 
      ｕＰＤ７８００７８ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［８×８マトリクス・スキャン・データを格納するエリア］ 

Ｐ４０～Ｐ４７へ入力されたキー・データをスキャンし、コード化した後値をバッファに格納します。 
キーが押されていない場合（ＡＬＬ ＯＦＦ）のキーコードは“００Ｈ”、２つ以上のキーがＯＮ場合（多重押し）のキーコードは“ＦＦ

Ｈ”になります。 
 

エリア名 サイズ 説明 
ＲＫＹCODE １ｂｙｔｅ Ｐ４に接続されたＫＥＹのスキャン結果をコード化した値（［ハードウェア構成＆キーコード］

に記す）を格納するエリアです。 
ユーザはこのエリアに格納された値を使用して下さい。 
 

 
 
 
 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ 

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ３２ 

３３ ３４ ３５ ３６ ３７ ３８ ３９ ４０ 

４１ ４２ ４３ ４４ ４５ ４６ ４７ ４８ 

５７ ５８ ５９ ６０ ６１ ６２ ６３ ６４ 

４９ ５０ ５１ ５２ ５３ ５４ ５５ ５６ 

Ｐ５０

Ｐ５１

Ｐ５２

Ｐ５３

Ｐ５４

Ｐ５５

Ｐ５６

Ｐ５７

Ｐ４０

Ｐ４１

Ｐ４２

Ｐ４３

Ｐ４４

Ｐ４５

Ｐ４６

Ｐ４７
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４． キースキャン関連の関数 
 

本章では、キースキャン処理で使用されている関数について示します。 
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４．１ キースキャン処理のユーザ向け関数 
 
 以下にキースキャン処理で使用されるユーザ向け関数（インターフェース関数）を示します。 
 

・ＳＫＹＳＣＡＮ 
 内容 備考 
ＩＮＰＵＴ ・キースキャン動作要求（ＦＫＹＲＥＱ） 

０：要求なし 
１：要求あり 

 

ＯＵＴＰＵＴ ・キーコード（ＲＫＹＣＯＤＥ） 
・スキャン結果変化通知フラグ（ＦＫＹＣＨＧ） 

０：変化なし 
１：変化あり 

 

説明 キースキャン処理を行う関数です。 
キースキャン動作要求（ＦＫＹＲＥＱ＝１）があった場合に、キースキャン動作を行い

ます。 
ストローブ信号（Ｐ５０～Ｐ５７）を出力し、そのときのキーの状態をＰ４へ入力しま

す、その入力された値を元にキーのＯＮ／ＯＦＦと種類を判別します。 
キー入力データの３回一致でチャタリング除去処理を行い、正常なコードと判断し

た場合にキーコード変化通知（ＦＫＹＣＨＧ←１）を返します。 
 

 

 
 

・ＳＫＥＹＩＮＩ 
 内容 備考 
ＩＮＰＵＴ なし  
ＯＵＴＰＵＴ キーコード（ＲＫＹＣＯＤＥ） 

ラスト・キーコード（ＲＫＹＣＭＰ） 
チャタリング・カウンタ（ＲＫＹＣＨＡＴ） 
キースキャン動作要求（ＦＫＹＲＥＱ） 
キーコード変化通知（ＦＫＹＣＨＧ） 

 

説明 キースキャン関連の初期化処理です。 
リセット時など、キースキャン処理内で使用される変数を初期化する必要があると

きに呼出して下さい。 
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４．２ キースキャン処理の内部関数 
 
 キースキャン処理では、内部で使用される関数（サブルーチン）はありません。 
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４．３ サンプルプログラム用の関数 
 
 以下にサンプルプログラム用に作成した関数を示します。 
 

・ＩＲＥＳＴＡＲＴ 
 内容 備考 
ＩＮＰＵＴ なし  
ＯＵＴＰＵＴ なし  
説明 サンプルプログラムのハードウェア初期化処理です。 

ハードウェアに関する設定を行っています。 
この関数を実行した後、メイン処理へ移行します。 
 

 

 
 

・ＭＭＡＩＮ 
 内容 備考 
ＩＮＰＵＴ ＦＴＭ＿１０ＭＳ  
ＯＵＴＰＵＴ なし  
説明 サンプルプログラムのメイン処理です。 

キースキャン（ＳＫＹＳＣＡＮ）処理を繰り返し呼出します。 
１０ｍｓ経過を監視し、１０ｍｓ経過を検出した場合キースキャン動作を要求します。

（ＦＫＹＲＥＱ←１） 
 

 

 
 

・ＩＮＴＴＭ５０ 
 内容 備考 
ＩＮＰＵＴ なし  
ＯＵＴＰＵＴ ＦＴＭ＿１０ＭＳ  
説明 １ｍｓ毎のタイマ割り込み処理（ＴＭ５０）です。 

１ｍｓ毎にタイマをカウントし、キースキャンのタイミングの１０ｍｓを生成します。 
（ＦＴＭ＿１０ＭＳ←１） 
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４．４ キースキャン関数一覧 
 
 以下にキースキャン処理で使用されている関数の一覧を示します。 
 
 名前 機能 ＩＮＰＵＴ ＯＵＴＰＵＴ 

ＳＫＹＳＣＡＮ キースキャン処理 キースキャン要求 
 

キーコード 
キーコード変化通知 

ユーザ向け 
関数 

ＳＫＥＹＩＮＩ キースキャン関連初期化処理 なし キーコード 
ラスト・キーコード 
チャタリング・カウンタ 
キースキャン動作要求 
キーコード変化通知 

内部関数 － － － － 
ＩＲＥＳＴＡＲＴ ハードウェア初期化処理 なし なし 
ＭＭＡＩＮ サンプルプログラム・メイン処理 １０ｍｓ通知 キースキャン要求 

サンプル用 
関数 

 ＩＮＴＴＭ５０ １ｍｓ割り込み処理 なし １０ｍｓ通知 
 



8x8 キーマトリクススキャン・ドライバソフト 使用法説明書 

NEC Corporation 
14                                                                                                                                        April 2002     

４．５ サブルーチン構成図 
 
 以下にサンプルプログラムのサブルーチンの構成を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ※      の関数はサンプル用の関数です。 
 
 

ＩＲＥＳＴＡＲＴ ＳＫＥＹＩＮＩ 

ＳＫＹＳＣＡＮ ＭＭＡＩＮ 

ＩＮＴＴＭ５０ 
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５． キースキャン関連の変数 
 

本章では、キースキャン処理で使用されている変数について示します。 
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５．１ キースキャン処理のユーザ向け変数 
 
 以下にキースキャン処理で使用されるユーザ向け変数（インターフェース変数）を示します。 
 

・ＲＫＹＣＯＤＥ 
 内容 備考 
内容説明 キーコードを格納するエリアです。 

サンプルプログラムでは、キーＯＦＦ・キー１～６４・多重押しのコードのいずれかが、

このエリアに格納されています。 
キー変化通知時（ＦＫＹＣＨＧ＝１）にこのエリアの値をみれば、コード変化あり＆チャ

タリング除去済みのコードが取得できます。 
 

 

サイズ １ｂｙｔｅ  
初期値 ＣＫＹＯＦＦ  
シンボル定義 ＣＫＹＯＦＦ（０）：キーＡＬＬ ＯＦＦ 

ＣＫＹＭＬＴ（ＦＦＨ）：キー多重押し 
 

格納される値 ０～６４、ＦＦＨ  
 
 

・ＦＫＹＲＥＱ 
 内容 備考 
内容説明 キースキャン動作要求のフラグです。 

“真（１）”のときにキースキャン動作を行います。 
キースキャン動作を行いたいときに、このフラグをセットして下さい。 
このフラグはキースキャン処理内でクリアされるので、ユーザがクリアを行う必要は

ありません。 
 

 

サイズ １ｂｉｔ  
初期値 ０  
シンボル定義 なし  

 
 

・ＦＫＹＣＨＧ 
 内容 備考 
内容説明 キーコードの変化を通知するフラグです。 

“真（１）”のときに、キースキャン処理（チャタリング除去）を行った結果、キーコード

に変化があったことを通知します。 
ユーザはこのフラグがセットされているときにＲＫＹＣＯＤＥの値を取得して下さい。 
このフラグは、本ソフトウェアではクリアされないので、ユーザ側で値を取得後などに

クリアする必要があります。 
 

 

サイズ １ｂｉｔ  
初期値 ０  
シンボル定義 なし  
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５．２ キースキャン処理の内部変数 
 
 以下にキースキャンの内部で使用される変数を示します。 
 

・ＲＫＹＣＭＰ 
 内容 備考 
内容説明 ラストのキーコードを格納するエリアです。 

このエリアのキーコードと、最新で取得したキーコードを比較して、異なるデータの場

合にチャタリング除去処理を開始します。 
 

 

サイズ １ｂｙｔｅ  
初期値 ＣＫＹＯＦＦ  
シンボル定義 なし  
格納される値 ０～６４、ＦＦＨ  

 
 

・ＲＫＹＣＨＡＴ 
 内容 備考 
内容説明 チャタリング除去回数のカウンタです。 

キーコードの不一致が発生したときに、この変数に設定された回数分チャタリング除

去を行います。 
サンプルプログラムでは３回となっておりますが、この回数を変更する場合は、シン

ボル定数ＣＫＹＣＨＡＴの値を変更して下さい。 
 

 

サイズ １ｂｙｔｅ  
初期値 ＣＫＹＣＨＡＴ  
シンボル定義 ＣＫＹＣＨＡＴ（３）：チャタリング除去用のデータ一致回数  
格納される値 ０～３  
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５．３ キースキャンのサンプルプログラム用の変数 
 
 以下にサンプルプログラム用に作成した変数を示します。 
 

・ＲＴＭＢＡＳＥ 
 内容 備考 
内容説明 キースキャン動作タイミングを生成するタイマです。 

ＩＮＴＴＭ５０割り込みにより１ｍｓ毎にカウントされます。 
サンプルプログラムでは１０ｍｓを生成するために用いられています。このタイマがタ

イムアウトを起こしたときに、１０ｍｓ経過フラグ（ＦＴＭ＿１０ＭＳ）をセットします。 
 

 

サイズ １ｂｙｔｅ  
初期値 ０  
シンボル定義 ＣＴＭＫＹＳＣＮ＿１０ＭＳ（１０）：１０ｍｓ  
格納される値 ０～１０  

 
 

・ＦＴＭ＿１０ＭＳ 
 内容 備考 
内容説明 １０経過を通知するフラグです。 

ＩＮＴＴＭ５０割り込み処理により１０ｍｓが経過した場合にセットされます。 
１０ｍｓの経過を判別しセットしてあった場合は、フラグをクリアする処理をユーザ側

が入れる必要があります。 
 

 

サイズ １ｂｉｔ  
初期値 ０  
シンボル定義 なし  
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５．４ キースキャン変数一覧 
 
 以下にキースキャン処理、サンプルプログラムで使用されている変数の一覧を示します。 
 
 
 名前 機能 サイズ 備考 

ＲＫＹＣＯＤＥ 確定キーコード・エリア １ｂｙｔｅ  
ＦＫＹＲＥＱ キースキャン動作要求フラグ １ｂｉｔ  

ユーザ向け 
変数 

ＦＫＹＣＨＧ キーコード変化通知フラグ １ｂｉｔ  
ＲＫＹＣＭＰ ラスト・スキャン結果エリア １ｂｙｔｅ  内部変数 
ＲＫＹＣＨＡＴ チャタリング除去カウンタ １ｂｙｔｅ  
ＲＴＭＢＡＳＥ Ａ／Ｄキースキャン・メインタイマ １ｂｙｔｅ  サンプル用 

変数 ＦＴＭ＿１０ＭＳ １０ｍｓ経過通知フラグ １ｂｙｔｅ  
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６． ユーザ向けＩ／Ｆの使用方・使用例 
 
  本章では、ユーザ向けＩ／Ｆ（ユーザ向け関数・変数）の使用方法と、使用例について示します。 
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以下にキースキャン処理のユーザ向けＩ／Ｆ（ユーザ向け関数・変数）の使用方法と使用例を示します。 
 

・ＳＫＹＳＣＡＮ 
    キースキャンを行い、キーコードを作成する処理です。 
    キースキャン動作要求（ＦＫＹＲＥＱ）があった場合にキースキャン処理を行うので、キースキャン動作を行いたい場合はＳ 

ＡＤＫＳＣＮルーチンを呼出す前に、このフラグをセットする必要があります。 

     任意に設定された回数（ＲＫＹＣＨＡＴ）のチャタリング除去処理を行い、確定したキーコードをエリア（ＲＫＹＣＯＤＥ）に格納 

します。 

    キースキャン処理は、ストローブ信号出力ライン０（Ｐ５０）→７（Ｐ５７）の順で計８ライン分の信号を出力し、それぞれ８個 

分のＫｅｙのＯＮ／ＯＦＦ状況をＰ４へ入力します。 

そのため、必ず８×８のマトリクスのスキャンを行うので、仮にＰ４に未使用ＰＯＲＴがある場合は、ユーザ側でＨＩＧＨに固定 

して下さい。Ｐ５に未使用ＰＯＲＴがある場合は、この関数内でＰ５をＬＯＷ／ＨＩＧＨを切り替えるため、他の機能として使用 

しないで下さい。 

 

 

    ＜使用例＞：１０ｍｓ毎にキースキャン処理を行う 

MMAIN: 

LMA010: 

 BF FTM_10MS,$LMA100 ; １０ｍｓ経過？Ｎｏ 

 CLR1 FTM_10MS  ; １０ｍｓフラグ・クリア 

 SET1 FKYREQ  ; キースキャン動作要求セット 

 

LMA100: 

 CALL !SKYSCAN  ; キースキャン処理 

 

LMA900: 

 BR LMA010 

 
 

 

 

 

・ＳＫＹINI 
    キースキャン処理内で使用される変数の初期化です。 
    ハードウェア・リセット時など、変数を初期化する必要があるときに呼出して下さい。 
 
    ＜処理内容＞ 
SKEYINI: 

 MOV RKYCODE,#CKYOFF   ;キーコード←キーＯＦＦ 

 MOV RKYCMP,#CKYOFF  ; 

 MOV RKCHAT,#CKYCHAT  ;チャタリングカウンタ値設定 

 

 CLR1 FKYREQ   ; キースキャン動作要求なし 

 CLR1 FKYCHG   ; キー変化なし 

 

 RET 

 
 

ＦＫＹＲＥＱは、 
ＳＫＹＳＣＡＮ内でクリアされる 
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   ・ＲＫＹＣＯＤＥ 
     キースキャン処理により、確定されたキーコードを格納するエリアです。 
     キースキャン処理呼び出し後（ＳＫＹＳＣＡＮ）＆キー変化通知あり（ＦＫＹＣＨＧ）の場合、新しいキーコードがこのエリアに 

格納されます。 
    キーコードは、Ｐ５０ストローブ信号出力時のＰ４０に入力された値がキー１、Ｐ５７ストローブ信号出力時のＰ４７に入力さ 

れた値がキー６４となります。(３．キースキャン 参照) 

例えばストローブ信号ラインがＰ５０、Ｐ５４のみに接続されている場合、返ってくるキーコードは０、１～８、３３～４０、 

２５５のいずれかとなります。この点を注意してユーザ側がキーコードを判別して下さい。 

 

 

 
・ＦＫＹＲＥＱ 

     キースキャン動作要求のフラグです。 
     キースキャン動作処理（ＳＫＹＳＣＡＮ）を呼出す前にこのフラグがセットされている場合は、キースキャン動作を行います。 
    フラグはキースキャン動作処理内でクリアするため、ユーザ側はセットするだけでかまいません。 
    サンプルプログラムでは、１０ｍｓ毎にこのフラグをセットするようにしてあります。 
 
 
 

・ＦＫＹＣＨＧ 
     キーコード変化の通知フラグです。 
     キースキャン処理を行った結果、キーコードに変化があった場合このフラグがセットされます。ユーザ側はこのフラグをみ 

てキーコードの変化を判別して下さい。 
     このフラグは一度セットされると、初期化処理（ＳＫＹＩＮＩ）以外ではクリアされないのでユーザ側でクリアする必要があり 

ます。 
    尚、サンプルプログラムではこのフラグをクリアする処理は入っておりません。 
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７． キースキャン・フローチャート 
 
  本章では、キースキャン処理で使用される処理のフローチャートを示します。 
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サンプルプログラム・メイン処理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＭＭＡＩＮ 

キースキャン 
動作処理 

（ＳＫＹＳＣＡＮ）

１０ｍｓ経過？ 

ＹＥＳ 

ＮＯ

１０ｍｓ通知 
フラグクリア 

キースキャン 
要求フラグセット
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１ｍｓ割り込み処理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＩＮＴＴＭ５０ 

ＲＥＴＩ 

キースキャン動作

タイマ・カウント 

タイムアウト？ 

キースキャン動作

タイマ・リセット 

１０ｍｓ経過通知 
フラグ・セット 

ＮＯ

ＹＥＳ 

キースキャン・タイミング 
１０ｍｓの生成 
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キースキャン処理（１／２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＳＫＹＳＣＡＮ 

キースキャン動作
要求フラグ・クリア 

キースキャン 
動作要求あり？ 

ＹＥＳ 

ＮＯ

ストローブ信号 
出力 

２ 
２ 

２

１

ストローブ出力 
ライン設定 

１００ｕｓウェイト

キー入力データ取得
（１ｂｙｔｅ） 

キーはＯＮ？ 

ＹＥＳ

ＮＯ

ＯＮキーカウンタ 
カウント 

キーコード 
←多重押し 

２つ以上キー 
ＯＮあり？ 
ＮＯ 

ＹＥＳ 

全ライン 
スキャン終了？ 

ＹＥＳ

ＮＯ

全ストローブ出力
ラインＯＦＦ設定

キー入力データ 
１ｂｉｔ分検出 

キーコード＋１ 

１ライン分の 
ＯＮ／ＯＦＦ判別終了？ 

ＹＥＳ

ＮＯ

ストローブ信号 
ライン再設定 
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キースキャン処理（２／２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２

１

チャタリング 
カウンタ・カウント

ＮＯ 

キー変化あり？ ＹＥＳ 

チャタリング除去？ 

ＹＥＳ

ＮＯ

キーコード確定 

キーコードに 
変化あり？ 
ＹＥＳ 

ＮＯ

キーコード変化 
通知フラグ・セット

チャタリング 
カウンタ・リセット

２ 
２ 

ＲＥＴ 
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